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問
　
平
成
18
年
度
介
護
保
険
料
の

見
通
し
は
。�

　
答
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
量
の
伸
び
か

ら
あ
る
程
度
の
保
険
料
上
昇
は
避
け

ら
れ
な
い
が
、
保
険
料
の
段
階
を
増

や
す
こ
と
で
低
所
得
者
の
負
担
軽
減

等
が
図
ら
れ
る
た
め
、
現
行
の
五
段

階
を
七
段
階
と
す
る
こ
と
も
視
野
に

検
討
し
て
い
る
。�

���

　
問
　
遊
休
農
地
解
消
プ
ラ
ン
の
内

容
と
策
定
時
期
は
。�

　
答
　
急
増
す
る
遊
休
農
地
等
の
う

ち
、
農
業
上
の
利
用
増
進
を
図
る
べ

き
土
地
等
を
具
体
的
に
示
し
、
地
域

単
位
の
実
情
に
即
し
た
解
消
・
防
止

を
図
る
も
の
で
、
農
業
委
員
会
が
行

う
実
態
調
査
の
結
果
が
ま
と
ま
り
次

第
分
析
を
行
い
、
平
成
18
年
度
中
に

市
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
基
本
構

想
の
中
に
位
置
づ
け
た
い
。�

�������

　
問
　
線
路
で
分
断
さ
れ
、
活
力
低

下
が
著
し
い
岡
山
駅
西
口
地
区
を
再

生
す
る
た
め
、
駅
の
東
西
連
絡
通
路

の
完
成
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
る
が
、

供
用
開
始
を
早
め
る
考
え
は
。�

　
答
　
駅
を
挟
ん
だ
東
西
の
連
携
を

少
し
で
も
早
く
実
現
す
る
こ
と
が
本

市
の
発
展
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
橋
上
駅
舎
を
含
め
平
成
19

年
秋
に
暫
定
供
用
を
予
定
し
て
い
る

が
、
国
や
県
の
支
援
を
受
け
な
が
ら

一
日
で
も
早
く
供
用
開
始
を
前
倒
し

し
た
い
。�

���

　
問
　
合
併
後
の
管
轄
エ
リ
ア
拡
大

で
、
消
防
車
・
救
急
車
等
の
運
用
台

数
が
多
く
な
る
消
防
署
で
は
職
員
の

負
担
増
大
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
対
策

は
。�

　
答
　
本
市
に
は
四
消
防
署
と
十
三

の
消
防
出
張
所
が
あ
る
が
、
こ
の
う

ち
七
出
張
所
を
抱
え
る
北
消
防
署
管

内
の
三
門
消
防
出
張
所
を
移
転
し
て

西
消
防

署
（
仮

称
）
と

し
て
格

上
げ
し
、

現
在
の

北
消
防

署
を
分

割
す
る

こ
と
で

職
員
の

負
担
軽

減
に
努
め
た
い
。�

���

　
問
　
県
か
ら
移
譲
さ
れ
る
パ
ス
ポ

ー
ト
発
給
事
務
に
つ
い
て
①
そ
の
内

容
は
②
窓
口
設
置
場
所
や
人
員
確
保
、

財
源
等
の
考
え
は
。�

　
答
　
①
市
民
サ
ー
ビ
ス
充
実
の
た

め
、
平
成
18
年
度
中
に
申
請
受
け
付

け
と
交
付
事
務
が
移
譲
さ
れ
る
予
定

だ
②
市
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
と
戸
籍
等
の
交
付

は
同
一
場
所
で
行
え
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
お
り
、
現
在
の
県
パ

ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
利
用
も
含
め
、

設
置
場
所
や
人
員
配
置
、
経
費
等
に

つ
い
て
県
や
関
係
部
署
と
早
急
に
協

議
し
た
い
。�

���
　
問
　
カ
ネ
ボ
ウ
跡
地
で
の
開
催
を

目
指
す
全
国
都

市
緑
化
フ
ェ
ア

に
向
け
、
本
市

の
組
織
体
制
、

県
と
の
連
携
は
。�

　
答
　
平
成
21

年
度
の
開
催
に

向
け
、
17
年
８

月
、
都
市
整
備

局
内
に
関
係
七

課
に
よ
る
大
会

準
備
調
査
会
を

設
置
し
、
過
去
に
開
催
し
た
都
市
の

調
査
・
視
察
を
行
う
な
ど
準
備
を
進

め
て
い
る
。
今
後
、
県
・
市
な
ど
共

同
で
設
置
さ
れ
る
実
行
委
員
会
の
方

針
を
受
け
、
全
庁
的
な
組
織
作
り
が

明
ら
か
に
な
る
も
の
と
考
え
る
が
、

当
面
、
県
と
の
協
議
を
重
ね
連
携
に

努
め
た
い
。�

���

　
問
　
都
市
計
画
道
路
下
中
野
平
井

線
の
う
ち
整
備
が
残
っ
て
い
る
岡
山

港
線
か
ら
岡
山
玉
野
線
ま
で
の
区
間

の
①
重
要
性
は
②
整
備
計
画
は
。�

　
答
　
①
当
該
区
間
は
旭
川
に
架
か

る
桜
橋
と
旭
川
大
橋
の
中
間
に
位
置

す
る
橋
り
ょ
う
を
含
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
旭
川
東
西
の
市
街
地
の
一
体

化
や
、
市
中
心
部
の
渋
滞
緩
和
に
大

き
く
貢
献
す
る
重
要
な
区
間
と
認
識

し
て
い
る
②
今
後
、
道
路
や
橋
の
構

造
の
検
討
を
行
い
、
早
期
事
業
着
手

に
向
け
、
地
元
住
民
の
意
見
も
聞
き

な
が
ら
国 

・
県
等
と
協
議
・
調
整

を
進
め
て
い
き
た
い
。�

�������
　
問
　
子
ど
も
読
書
推
進
計
画
を
市

民
協
働
で
策
定
し
て
は
。�

　
答
　
乳
幼
児
期
か
ら
の
読
み
聞
か

せ
や
書
物
に
親
し
む
環
境
が
大
切
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
家
庭
や
学
校
、

地
域
の
連
携
・
協
力
が
不
可
欠
だ
。

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
の
意
見

も
聞
き
な
が
ら
読
書
環
境
の
整
備
に

向
け
具
体
的
方
法
等
を
検
討
し
た
い
。�

��������������������

　
問
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
実
施

し
て
い
る
ヤ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
ナ
ビ
ゲ

ー
シ
ョ
ン
（
若
年
勤
労
者
キ
ャ
リ
ア

形
成
支
援
・
相
談
事
業
）
の
周
知
を
。�

　
答
　
市
広
報
紙
や
労
働
関
係
の
機

関
紙
等
で
広
報
し
て
い
る
が
利
用
が

低
調
な
こ
と
か
ら
、
各
種
機
会
を
と

ら
え
て
周
知
し
、
積
極
的
に
利
用
向�

介
護
保
険
料
の
段
階
�

増
設
を
視
野
に
検
討
�

岡
山
駅
東
西
連
絡
通
路
�

供
用
開
始
を
前
倒
し
へ
�

遊
休
農
地
の
解
消
に
向
け
て
�
北
消
防
署
の
分
割
で
�

管
轄
エ
リ
ア
拡
大
に
対
応
�

パ
ス
ポ
ー
ト
発
給
事
務
�

県
か
ら
の
移
譲
に
向
け
て
�

全
国
緑
化
フ
ェ
ア
�

平
成
21
年
度
開
催
へ
�

下
中
野
平
井
線（
旭
川
工
区
）
�

早
期
事
業
着
手
に
向
け
て
�

子
ど
も
読
書
推
進
計
画
�

読
書
環
境
整
備
を
検
討
�

ヤ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
�

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
事
業
�
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